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政治学とは何か 
―政治のあるべき場所― 

 
0. はじめに 
 ・社会組織と秩序の形成及びその正当化の原理 
 ・各人の生への保障 
 ・政治哲学であるとともに歴史 
 
1. 正義をめぐる変遷 
 ①古代ギリシアにおける正義   
  主観主義による社会の独立…すべては人間と相対的に存在する。善悪正邪の判断は神

から万人に与えられた倫理観、正義意識により可能 → 社会を自然から独立 
    
 ②近世ヨーロッパにおける正義 
  ・王権神授…契約の遵守とその最高概念である国家の絶対化 
  ・社会契約…自然状態で各人が持つ自然権をよりよく実現させるために、契約を結び

政治社会や政府をつくる 
  ・功利主義…行為が関係各人の幸福の総和の最大化になるよう行われるべき 
  ・現実主義的見解…政府の継続的サービスの提供による秩序維持 
 
2. 現代の正義論 普遍的正義の模索 
 ①公正としての正義 
  ⅰロールズにおける正義 ＝ 公正 ＝自由で平等な人々による原理の相互承認 
   功利主義…責務の存在は経験則（「要約」)にもとづき例外を許容 
        帰結主義によって結果を予想し、意思決定が原理に先行 
   社会契約…責務の存在は社会構成員の相互関係から発生する「実践」 
        受託した時点で権利が放棄され、遵守が原理へ 
  ⅱ正義のプロセス 
   原初状態と格差原理 
 ②ロールズ以降 
  ノージックの最小国家論 
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3. 正義の取得 
 正義とは社会規範の最高規律 
 ・合理的人格の肯定 
 ・責務による行為の原理化 
 
 
4. おわりに 
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